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研究成果の概要（和文）：大学生において、人格特性としての高い損害回避は、うつ病を伴うあるいは伴わない
社交不安症の予測因子となり、高い抑うつ症状と人格特性としての低い自己志向は、うつ病を伴う社交不安症の
予測因子となった。社交不安症状、自尊感情・自己効力感、絶望感と自殺関係念慮についての検討では、社交不
安症状と自尊感情・自己効力感が自殺関係念慮の予測因子であった。また、社交不安症状と自尊感情・自己効力
感が自殺関係念慮に及ぼす影響は、絶望感によって部分的に媒介されていた。

研究成果の概要（英文）：In university students, high harm-avoidance as a personality trait was 
predictive of social anxiety disorder with or without major depressive episode, and high depressive 
symptoms and low self-directedness as personality traits were predictive of social anxiety disorder 
with major depressive episode. In the relationship of social anxiety symptoms, self-esteem, 
hopelessness, and suicidal ideation, social anxiety symptoms and self-esteem were predictors of 
suicidal ideation. The effects of social anxiety symptoms and self-esteem on suicidal ideation were 
partially mediated by hopelessness.

研究分野： 精神神経科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大学生年代の青年期においての自殺予防対策として、うつ病とこれに併存することが多い社交不安症についての
検討は重要と考えられる。今回、社交不安症の予測因子となる人格特性、うつ病を伴う社交不安症の予測因子と
なる人格特性が推定され、社交不安症状、自尊感情・自己効力感、絶望感と自殺関係念慮について、媒介要因を
含めての関連が検討できたことは、青年期の自殺予防対策において、学術的、社会的意義は大きいものと考えら
れる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1.研究開始当初の背景 

青年期のうつ病に対する対応は、自殺対策としても重要であり「自殺総合対策大綱」においても

「自殺総合対策における当面の重要施策」として「子ども・若者の自殺対策を更に推進する」こ

とが明記された。社交不安症は、うつ病に併存することが多い不安症として報告されており、う

つ病の発症危険因子のみならず経過増悪因子となることも指摘されている。このため、青年期に

おいての社交不安症状と抑うつ症状の関連について検討することは重要と考えられた。 

 

2.研究の目的 

青年期の症例に対し、その人格特性、自尊心・自己効力感、絶望感、自殺関連念慮等と社交不安

症状、抑うつ症状との関連を検討することを目的とした。これにより、有効な早期介入や治療的

対応等を明らかにし、青年期の自殺対策に寄与したい。 

 

3.研究の方法 

(1)大学保健センターを受診した大学生を対象とし、受診時に施行した抑うつ症状を評価する

Patient Health Questionnaire （PHQ-9）のアルゴリズム診断でうつ病を、社交不安症状を評価

する Liebowitz Social Anxiety Scale（LSAS）と Mini-International Neuropsychiatric 

Interview（MINI）の社交不安項目で社交不安症を診断した。精神医学的診断がつかなかったも

のをコントロール群とし、うつ病群、社交不安症群、うつ病を伴う社交不安症群を大学入学時に

施行された Temperament and Character Inventory （TCI）による人格特性についての評価、

PHQ-9 による抑うつ症状の評価について ANOVA と Post-hoc 解析として Dunnett’s test を使用

し比較検討した。 

(2)大学保健センターを受診した大学生を対象とし、PHQ-9 で抑うつ症状と自殺関係念慮を LSAS

で社交不安症状を Rosenberg’s Self-Esteem Scale （RSES）で自尊心・自己効力感を Beck 

Hopelessness Scale（BHS）で絶望感を評価した。これらの関連について重回帰分析と共分散構

造分析を使用して検討した。 

 

4.研究成果 

(1) 大学保健センターを受診した大学生を対象としたが、対象となった大学生は平均で入学後 2

年以上であった。受診時の抑うつ症状を評価する PHQ-9 合計点は、うつ病群とうつ病を伴う社交

不安症群で有意に高かった。また、受診時の社交不安症状を評価する LSAS では、LSAS 合計得点、

LSAS 恐怖症状得点、LSAS 回避症状得点ともに社交不安症群、うつ病を伴う社交不安症群で有意

に高かった。これらにより、4群の群分けは適切に行われていると考えられた。コントロール群、

うつ病群、社交不安症群、うつ病を伴う社交不安症群の 4群間で大学入学時に人格特性の評価と

して施行した TCI での損害回避と自己志向および抑うつ症状の評価として施行した PHQ-9 の合

計得点で有意差が認められた。Post-hoc 解析の結果、コントロール群と比較しうつ病を伴う社

交不安症群で人格特性の評価として施行した TCI での損害回避と自己志向および抑うつ症状の



評価として施行した PHQ-9 の合計得点で有意差が認められた。また、コントロール群と比較し社

交不安症群で人格特性の評価として施行した TCI での損害回避で有意差が認められた。これら

の結果から、入学時の人格特性として高い損害回避傾向は、その後のうつ病を伴うあるいは伴わ

ない社交不安症の発症の予測因子になることが推察された。また、入学時の高い抑うつ症状と人

格特性として低い自己志向傾向は、うつ病を伴う社交不安障害の予測因子になることが推察さ

れた。これらの結果は、未治療の同じ大学での対象を入学後 2 年以上の長期間の経過で検討した

ことから国内外においても重要で、意義は大きいと考えられた。今後は、うつ病および社交不安

症の発症に関わる因子に対する早期介入について検討が必要と考えられた。 

(2) 大学保健センターを受診した大学生を対象とし、PHQ-9 で抑うつ症状、PHQ-9 の 9 項目目で

自殺関係念慮を LSAS で社交不安症状を RSES で自尊心・自己効力感を BHS で絶望感を評価した。

重回帰分析の結果では、LSAS で評価した社交不安症状と RSES で評価した自尊心・自己効力感は

PHQ-9 の 9 項目の自殺関係念慮の有意な予測因子である事が確認された。共分散構造分析の結果

から LSAS で評価した社交不安症状と RSES で評価した自尊心・自己効力感が自殺関係念慮に及

ぼす影響は、BHS で評価した絶望感によって部分的に媒介されていることが確認された。

Bootstrap 法での結果からは媒介モデルの直接効果と間接効果が有意であることが確認された。

さらに、絶望感は、LSAS で評価した社交不安症状と RSES で評価した自尊心・自己効力感と PHQ-

9 で評価した抑うつ症状とを媒介していた。これらの結果から、大学生では、低い自尊心・自己

効力感と高い社交不安が絶望感を持ちやすくすることと関連しており、これらが自殺関係念慮

を抱くことに繋がりやすいと推察された。また、絶望感は、うつ病における自尊心・自己効力感

と社交不安を部分的に媒介していると推察された。絶望感の媒介の役割が、社交不安症状、自尊

心・自己効力感、自殺関係念慮の間で国内の大学生で示された初めての検討であり、意義深いと

考えられる。自殺予防対策として、自尊心・自己効力感を高め社交不安を低下させる介入が有効

であると考えられ、絶望感から自殺関係念慮にいたるのを防ぐプログラムの開発が今後期待さ

れる。 
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